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上記のＤＰＣ係数を上昇するための方策は何があるの
か。

それらに対する費用はどれくらいと見込めるか。また
仮に、ＤＰＣ係数が0.03上昇した場合の収益増加はどれ
くらいになると予測されるか。

積極的に、ＤＰＣ係数上昇に向けた動きをすべきと提
案するがいかがか。

攻めの富士宮市立病
院経営の提案

上記の分析から、従来の製造業重視から、事務職の多
い、ＩＴ系企業をはじめとする企業誘致を積極的に行う政
策転換をすべきと考えるが、いかがか。

病院事業は、各種点数を上げることで、収益増加が見込まれ
る。診療報酬加算取得やＤＰＣ係数上昇への取組により、医業
収益を増やすことが重要であると考え質問する。

市　　長
副 市 長
関係部長

　総合入院体制加算の取得について。

診療面、設備面及び人的な面での課題は何があるの
か。

それらに対する費用はどれくらいと見込めるか。ま
た、仮に総合入院体制加算が得られた場合の収益増加は
いくらになるか。

人員増や設備投資を行い、総合入院体制加算を取得す
ることを提案するがいかがか。

本年４月１日時点のＤＰＣ係数の機能性評価係数Ⅱ
（0.1126）の上昇について。

係数を分析すると、複雑性係数及び地域医療係数が他
の病院と比べて低いが、その要因は何か。

急激な少子化及び20
代女性の市外への流出
への対策として、女性
に選択される地域づく
りの提案

急激な少子化の原因を探ると、20代の女性の市外への流出が
あると推測でき、これを解決することが、市政の大きなポイン
トであると考え質問を行う。
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　少子化と20代女性数の減少の現状について。

少子化の現状を確認するため、2000年から５年ごとの
出生数はどう推移しているか伺う（2000～2004、2005～
2009、2010～2014、2015～2019、2020，2021）。

ここ数年の20～24歳の女性の市外への流出人数はどう
なっているのか。

　女性の市外流出の要因分析について。

　20代女性の市外への流出の原因をどう分析するか。

ハローワークの求人資料からの分析を行うと、事務職
への求人が圧倒的に少ないことがわかるがいかがか。

男女の賃金格差、職種の格差、選択肢の少なさ及び閉
鎖的な風土で女性が力を発揮できない環境等、旧来の固
定観念の要因があると思われるがいかがか。
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中学校の部活動の今
後について

中学校の部活動の方針が大きく転換される。今後の対応につ
いて伺う。
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市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

スポーツ庁の指針についてのスケジュールはどうなって
いるのか。

部活動の地域への移行に向けて、現在考えていることは
あるのか。

各スポーツ団体との打合せを早急に行うべきと考えるが
いかがか。
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